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珍渦⾍は体が破れて卵を産む 
〜⽣殖過程の新仮説を提唱〜 

 

珍渦⾍（ちんうずむし）は、脳などの集中神経系や肛⾨などを⽋いた、⾮常に単純な体を持つ海⽣動
物です。その単純な構造は、多くの動物の共通祖先の特徴を残している可能性があると考えられてい
ます。そのため、ヒトも含めて、現在⽣きている動物の起源や進化過程の解明につながる研究対象とし
て期待されています。しかし、珍渦⾍はこれまでに世界中で６種しか報告されておらず、また、そのほ
とんどは採集が困難であるため、実験動物として扱いづらく、研究は進んでいません。本研究チーム
は、これまでに、珍渦⾍の幼⽣の構造や卵割過程を報告していますが、個体発⽣や成⻑の過程は未解明
です。 

本研究では、珍渦⾍を定期的に採集し調査することで、その繁殖時期が冬季であることを確認しま
した。そして、⼈⼯的に卵や精⼦を放出させる⼿法を確⽴し、放出の様⼦を観察することで、卵や精⼦
は体表が破れて、その⽳から体外に放出されることを明らかにしました。また、これまで、珍渦⾍は成
熟した卵と精⼦を同時に持つ雌雄同体な動物であるとされていましたが、これを確認することはでき
ませんでした。さらに、体内受精と体外受精のいずれかも判明していませんでしたが、今回、体外受精
であることが⽰唆されました。これらの知⾒を総合し、珍渦⾍の卵や精⼦の成熟過程に関する新たな
仮説を提唱しました。 

今後、本研究で得られた珍渦⾍の⽣殖に関する新たな知⾒や技術を⽣かして、珍渦⾍の個体発⽣過
程の完全な解明を⽬指します。これにより、動物の起源や進化過程に関する新しい情報が得られると
期待されます。 
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 研究の背景  
珍渦⾍（ちんうずむし）は、脳などの集中神経系、肛⾨、体腔等、現在⽣きている多くの動物に⾒られ

る器官を⽋いた、⾮常に単純な体を持つ希少な海⽣動物です（図１）。その単純な体は、動物全体の共通
祖先の単純な構造を残している可能性もあると考えられており、珍渦⾍の研究は、動物全体の祖先の解明
につながると期待されています。このように進化学的に興味深い珍渦⾍ですが、その研究はあまり進んで
いません。その主な要因として、珍渦⾍はこれまでに世界で６種報告されていますが、そのほとんどが深
海の海底に⽣息しており、多くの個体を採集して飼育するのが困難なため、実験動物として扱いづらいこ
とが挙げられます。 

また、珍渦⾍が卵からどのようにして成体になるのか、その発⽣過程もまだ完全には解明されていませ
ん。本研究チームは、これまでに、珍渦⾍の幼⽣は消化管などのないきわめて単純な構造を持っているこ
とを明らかにするとともに（Nakano et al., 2013）、珍渦⾍の卵割過程を報告しています（Nakano et al., 
2015）。しかし、卵から卵割期まで、卵割期から幼⽣まで、そして幼⽣から成体までの成⻑過程は、いま
だによく分かっていません。 
 
 研究内容と成果  

本研究では、珍渦⾍としては⽐較的浅い海底（⽔深 50-150 m）に⽣息する種である Xenoturbella bocki
を毎⽉採集し、その体の内部を調べることで、成熟した卵や精⼦を持つ時期を調べました。その結果、本
種の繁殖時期が冬季であることが確認できました。また、ウニなど他の海⽣動物に対して⽤いられている
⼿法を応⽤し、塩化カリウム溶液を⽤いて珍渦⾍に卵や精⼦を放出させる⼿法を確⽴しました。その結
果、卵や精⼦は、⽣殖孔のような決まった器官から放出されるのではなく、体表が破れて、その⽳から体
外に出されることを確認しました（図２）。その⽳は、主に体の後端に形成され、卵や精⼦を放出した後
は⽬⽴たなくなりました。また、珍渦⾍はこれまで、卵と精⼦が体の中で受精する体内受精か、体の外で
受精する体外受精か、どちらなのか判明していませんでしたが、本研究により、卵や精⼦が体外に放出さ
れることが確認され、体外受精であることが⽰唆されました。 

珍渦⾍は従来、繁殖時期に⼀匹の個体が同時に成熟した卵と精⼦を持つ雌雄同体の動物であると報告
されてきました。しかし、本研究では、雌雄同体の個体は確認されなかったことから、珍渦⾍は雌雄同体
ではなく、オスとメスが別々に存在する雌雄異体の動物であることが⽰唆されました。さらに、毎⽉採集
した個体の体⻑などを調べたところ、珍渦⾍は⽣まれてから約１年で性成熟すること、および、複数年は
⽣きられることが分かりました。 
今回得られた知⾒を総合し、珍渦⾍の卵や精⼦の成熟過程に関して、「卵や精⼦の元となる細胞は消化

器官の表⾯に存在し、成熟する過程で消化器官の内側へとポケット状に沈み込んでいき、成熟した卵や精
⼦は放出されるまで消化器官の内部や、消化器官と体表の間のスペースなどに存在する」という新たな仮
説を提案しました。 
 

 今後の展開  
本研究で観察された、体の破れからの体外への卵や精⼦の放出は、⼈⼯的に放出を誘起した個体に関す

るものであるため、今後、⾃然状態でも同様の現象が⽣じるのかを確認する必要があります。また、珍渦
⾍の繁殖時期が冬季と判明したことから、冬を模した環境で珍渦⾍を飼育することで、年間を通じて成熟
した卵や精⼦が得られると考えられます。さらに、卵や精⼦の成熟過程の⼀端が明らかになったことで、
より効率的に成熟した卵や精⼦を得る⼿法の開発にもつながると考えられます。これらの研究を通して、
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珍渦⾍の個体発⽣過程を完全に解明することを⽬指します。これにより、動物の起源や進化過程に関する
新しい情報が得られると期待されます。 

 
 参考図  

図１ 珍渦⾍ Xenoturbella bocki。 
写真の左側が前⽅、右側が後⽅。⼈⼯的に卵や精⼦を放出させる⼿法を施していない状態。スケールバ
ー：5 mm 
 
 

図２ ⼈⼯的に卵や精⼦を放出させる⼿法を施した珍渦⾍ Xenoturbella bocki。 
左：体の後端にできた⽳から卵を放出しているメス個体。 
右：体の後端にできた⽳から精⼦を放出しているオス個体。 
どちらの個体も左側が前⽅で、右側が後⽅。卵も精⼦も粘液とともに放出されている。スケールバー：5 
mm 
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